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・つくばみらい・ふじしろ・つくば学研労協・つくば市・守谷・茎
崎・あおぞら・牛久・取手・（龍ヶ崎・利根町・河内町）　

【県西ブロック】（担当＝伊達・青木・叶谷）
　・ゆうき　・しもつま　・下館　
　・（境・桜川・筑西・古河・八千代町・常総市・坂東市・五霞町）
【県北ブロック】（担当＝篠原・加藤・人見・根本信）
　・美和緒川・東海・那珂・ひたちなか・北茨城・太田・おおみや・日

立・（高萩）　　　　　　　　　（　）内の自治体は未組織
【鹿行ブロック】（担当＝風間・木村）
　・鹿行〔潮来・鹿嶋・行方・鉾田・神栖〕⇒「5市一括して活動」

　　　会費の請求の仕方を変更します
・現在は、3ヶ月分を過去にさかのぼって請求　⇒1・2・3月分を3月

1日に請求等。　
　過去には前納で運営していた。現在も前納の姿勢で集金してい

る会もある
・前払い請求にしたい　⇒4・5・6月分を4月1日に請求等　　
（１）会費の請求の切り替え方　
〇1・2・3月分を　2月に請求します。
⇒2月～3月末までに納入します。年度内の完納です。
難しい場合は事務局と相談します。
〇4・5・6月分を　4月上旬に請求します。　
⇒4月か5月中までには納入します。未納の場合は6月に再請求します。
〇7・8・9月分を　7月上旬に請求します。　
⇒未納の場合は8月末までに再請求します。　
〇10月以降も、月の初めに3ヶ月前納の形で請求します。　

　1月16日（土）午後１時から、水戸市見和市民センター会議室
で、第２回常任理事会が開催されました。コロナ感染対策の十
分な配慮を行った中で開催しました。会議は午後4時に終了し、
定期大会までの半年間の取り組みが以下のように提起されまし
た。日本平和委員会からは、岩月事務局次長が自宅の埼玉県か
ら自家用車で参加して頂きました。司会は篠原睦美事務局次長
（太田）。出席者は11人でした。
　周知のように「理事会」は、大会決定方針をもとにした取り
組みの「決定機関」です。また「常任理事会」は、理事会提出の

ための「議案作成機関」であると同時に、理事会で決定した具
体的取り組みの「執
行機関」です。今回の
常任理事会では大会
の日程だけでなく、い
くつかの新しい提案
があり、理事会の議
案は1月25日に文書
で発送します。

定期大会（６月13日）までの取り組みを提案！

　　「2021年定期大会」までの日程　
▼３月　　　　地域ブロック交流会　
▼４/1（木）　新年度　引き継ぎ　
　－新年度に事務局長が交代しますー
・４/11（日）　県平和委員会　第３回　常任理事会　
　　　　　　　　13：00～　（場所未定）
　　《大会準備・仲間づくり・憲法フェスティバル・30周根記念
　　　事業・役員選出・財政等》　
▼５/９（日）　県平和委員会　第４回　常任理事会　　　　
　　　　　　　　13：00～　（場所未定）
　　《大会準備・仲間づくり・平和パネル展・役員選出・大会招
　　　請状送付》　　
・５/30（日）　県平和委員会　第３回　理事会　　　　　　
　　　　　　　　13：00～　（場所未定）
　　《大会議案決定》　　　　
▼6/8（火）まで　　大会議案送付予定　
・6/13（日）定期大会（予定）10：00～県青少年会館（予定）
　　《第1回理事会で役員選出　・大会議案とともに秋から年
　　　末の取り組みの提起》
※日本平和委員会の定期大会は6月6日（日）の1日で、ラインでの

開催が決定しました。

　　「活動交流集会」を、地域ブロックで、3月中に開催　
〇日常の取り組み一覧表を作成し、それを交換して、お互いに学び合う。
・組織の運営・形態等の交流　
・自治体との懇談、議会陳情・請願の体験交流　
・課題の把握と今後の運動の進め方等の交流　
・組織の強化・拡大（仲間づくり・新しい組織の結成）の交流　等
〇ブロック担当役員と県事務局が丁寧に意見交換を行って進める。
【県央ブロック】 （担当＝伊達　神原）　
　・内原・友部・水戸西・はばたき・水戸南・花だいこん・笠間・水戸南
　・（茨城町）
【県南Ⅰブロック】（担当＝近藤・石井・梅沢・増山）
・阿見・土浦・百里・石岡・かすみがうら・（美浦・稲敷） 　
【県南Ⅱブロック】（担当＝岡本・山中・又川・根本）

上記の日程は新型コロナの緊急事態宣言が終息していることが前提です。
その都度状況の変化を把握し、実態に即応した可能な方法を提起します。

提案された主な項目と内容
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・地域ブロック共同で運動を進めることで、地域に責任を持ち、地
域をどのように変えていくのか等を考えた取り組みに変えてい
く。空白自治体での結成支援も視野に入れる。

・県事務局と直接の関係だけでは仲間づくりや活動に限界が来て
いる。地域を視野にいれた学習会や仲間づくりを進めるなど、新
しい一歩を進める。

・地域ブロックの担当者が連絡を取り合って２月中に集まってメー
ルなども駆使しながら進める。今後は定期的なブロック会議や
交流、共同の取り組みを計画する。

・地域ブロック地域割の変更、担当者の増員、内容等の変更など
も協議題とする。
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裏面へ続く→
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核兵器禁止条約の参加・調印・批准を
求める意見書提出＜石岡＞

（２）平和新聞の価格が変更になります。月額70円の増額です。
〇21年4月分から　400円/月⇒470円/月　
　郵送593円/月「470円＋123円（郵送料）」　

（３）理論誌の価格が変更になります。月額50円の増額です。
〇21年4月から　250円/月⇒300円/月

　　　新聞意見広告の年末財政
お疲れさまでした。そしてありがとうございました！
　新聞意見広告の最終結果です。
　個人賛同1,324人（1,540口）　団体賛同141口（130団体）。
　参考/19年度賛同者　個人・1,230人（1,375口）  団体130団体
・新型コロナ禍の中、昨年を上回る成果を上げました！
・「別刷り」は現在作成中。1月末にはお手元へ届ける予定です。

　　「30周年記念事業」で記念ボールペンの配布
・２本セットで１組。総計500組（1,000本）用意　１組500円。　
・各平和の会で、平均20組（10組～40組）配布を目標に取り組み

ます。

　　　議会請願・陳情を進めます
・「核兵器禁止条約」発効を受けた取り組み　
・「学術会議」への攻撃を許さず、会員６名の任命を実現する

・文書の見本は事務局に請求してください。

　　「県平和委員会第２回理事会」《2月6（土）は中止》
《水戸の公共施設・県施設の使用が2月７日（日）まで、禁止となり
ました。》
・第2回理事会は中止とします。
・理事会議案を１月22日（金）までに、常任理事・理事に送付し、意

見を集約します。
・集約された意見を事務局会議討議し、２月８日（月）までに常任

理事・理事にフィードバックします。　
・今後は、「ＺＯＯＭ」（リモート会議）等の活用も進めます。

　　「百里初午祭」を開催　無理のない形で参加　
　・と　き　2021年２月11日（木）　１０：００～　
　・ところ　百里平和公園内　※マスク等は必ず着用します。
　　
　　「憲法フェスティバル」の成功を
　・と　き　2021年５月3日（月）　１０：００～　　
　・ところ　水戸市千波　「はなみずき公園」　
※新型コロナの関係で、実施不可能の場合も考慮し、現在両方

の話し合いを進めています。
　3月上旬の実行委員会で最終決定を行い、全体に周知します。

石岡市HPより

　昨年11月11日に、石岡市議会議長に陳情書を提出しました。
12月定例議会で、総務委員会に付託されて審議されたが、継
続案件となりました。当初3月の定例議会まで継続になると思っ
ていましたが、急に今月14日に総務委員会で審査が行われる
とのことで急遽、9日に総務委員長宅を訪問して採択の申し入
れを行いました。委員長には理解を示していただき、12月の委
員会審査の内容を吟味して修正した意見書を提出しました。
　14日に開かれた総務委員会は８名中６名の出席、前回から修
正された意見書について、委員からは「今回提出された意見書
は妥当であり採択すべき」、「正副委員長が意見書修正にお骨
折りいただいた。採択妥当」との発言がありました。事務局から
の「意見書（案）の朗読」後、全会一致で採択となりました。意見
書は総務委員会として3月の本会議に提案する運びとなる予定
です。（採択されれば県内市町村で8番目の予定）
　今回の採択について、核兵器を是としない内外の情勢の変
化があることを実感、同時に、日本政府が依然として核にしが

みつく態度に、被爆国として何と
情けない姿かを改めて糾弾した
いと思います。また、この動きが県
内、県外にもさらに広がることを
期待したいです。
山口由夫（石岡平和の会）
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表面より→

前号で募集した川柳、たくさんの方にご参加い
ただきありがとうございました。寄せられた作
品の中からいくつかご紹介いたします。紙幅の
都合で、二回に分けて掲載させていただきます。
◀ご参加の方には缶バッジをお送りいたします。
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